
令和元年度 第５１回 日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会  
                      第７１回 山形県ＰＴＡ研修大会 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   東北ブロックＰＴＡ協議会会長/佐藤博之   南陽・東置賜大会実行委員長/嶋貫憲仁     

南陽市十分一山からのぞむ置賜盆地 

写真提供：加藤正人氏 東北ブロックＰＴＡ会員の皆様へ 

雨に打たれて色濃くなる山の緑に、新年度の環境にも慣れ、日に日にたくましく成長する子どもたちの姿が重

なります。東北地方を吹く風にも夏の匂いが感じられる今日この頃となりました。 

さて、今年度の日本ＰＴＡ東北ブロック研究大会の開催までいよいよ２か月余りとなりました。半世紀の歴史

に新たな一歩を踏み出すこのたびの第５１回大会は、「令和」の時代を迎えて初めて開催される記念の大会であ

り、現在、山形県ＰＴＡ連合会では、開催地実行委員会が中心になり、東北各県の皆様をお迎えするための本番

に向けた準備を進めています。 

東北の会員の皆様が、南陽・東置賜の彩り豊かで穏やかな風土と伝統の中で、本大会への参加を通して、研究

を深め、交流を広げていただくとともに、本大会が、これからのＰＴＡ活動と、ふるさとを担う子どもたちの未

来に向けて有意義なものとなるよう願っています。 

山形の秋を堪能いただき、ぜひ多くの皆様のご参加をお待ちしていますので、よろしくお願い申し上げます。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの生活環境の変化と複雑多様化する社会、人々 の規範意識の低下など、様々 な課題が指摘される中で、

ＰＴＡが、家庭・学校・地域をつなぐ架け橋として何が必要か、南陽・東置賜から発信します。南陽市の偉人・

結城豊太郎翁曰く「ふるさとは国の本
もと

なり」は、現代の「地方創生」に通じるものです。東北各地で若者の    

ふるさと離れが進む中、未来を拓く地域の宝である子どもたちのよりよい成長のために、私たち大人や地域の 

役割について共に議論し、東北ならではの歴史・伝統・教育を次の世代に受け継ぐため、本大会を開催します。 

『つなげよう 家庭・学校・地域を 親も成長しよう 子どもと共に』 

～ふるさとは国の本
もと

なり、育もう 地域の宝を～ 

東北ブロックPTA 協議会 山形県PTA 連合会 

東置賜地区 PTA 連合会 南陽・東置賜大会実行委員会 

文部科学省 公益社団法人日本ＰＴＡ全国協議会 山形県 山形県教育委員会 山形県連合小学校長会     

山形県中学校長会 山形県小・中学校教頭会 朝日新聞山形総局 毎日新聞山形支局 読売新聞山形支局  

山形新聞社 河北新報社 ＮＨＫ山形放送局 ＹＢＣ山形放送 ＹＴＳ山形テレビ ＴＵＹテレビユー山形 

ＳＡＹさくらんぼテレビ ＦＭ山形 

全 体 会 シェルターなんようホール（南陽市文化会館） 

分 科 会 第1分科会：シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホール 

      第２分科会：シェルターなんようホール（南陽市文化会館）小ホール 

      第３分科会：高畠町文化ホールまほら 

      第４分科会：高畠町立高畠中学校 

      第５分科会：川西町フレンドリープラザ 

      第6分科会：川西町山形おきたま農業協同組合 

【1日目】9月7日（土曜日） 

                                  12:00 13:00                    16:30 

  受付 分科会 

【2日目】９月8日（日曜日） 

  8:30 9:00 9:25           10:50      12:20 12:50 

受付 記念講演 
閉会 

行事 

 ※東北大会閉会後、山形県 

ＰＴＡ表彰式を行います。 

 

東北各県・仙台市PTA会員並びに関係者 １，８００名 

３，５００円 

南陽市 南陽市教育委員会 高畠町 高畠町教育委員会 川西町 川西町教育委員会 



演題 

講師 デヴィ・スカルノ 氏 

【プロフィール】 

インドネシア元大統領夫人  

 ラトナ サリ デヴィ スカルノ 

(Ratna Sari Dewi Sukarno） 

東京都出身の国際文化人。１９５９年６月 訪日中のスカルノ 

大統領と出会い同年１１月に結婚。若き大統領夫人となり、日本 

とインドネシアの友好親善に尽す。政変後１９７０年パリに亡命。 

社交界で『東洋の真珠』とうたわれる。１９９０年にニューヨー 

クに移住、国連環境計画の特別顧問として活躍。 

現在は活動拠点を日本に置き､「デヴィ夫人」の愛称で親しまれ 

ている。優雅で華麗な経歴、そしてどこか浮世離れした不思議な 

存在感で、他に類の無い独特なキャラクターと認識され、テレビ 

などで大活躍している他に、講演、コメンテーターなど多様に展 

開。また、国際的な基盤を活かして、ＮＰＯアースエイド・ソサ 

イエティを発足。地球規模で慈善活動を行っている。さらに、 

ニューヨークのイブラ音楽財団の名誉会長を２８年務め、ピアニストとオペラ歌手の育成に力を注いでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《申込み》メールまたはＦＡＸ          《参加証・宿泊券等》発送 

東北各県・仙台市  東北各県・仙台市 
       

単位ＰＴＡ  単位ＰＴＡ 

７／１２まで  

 

郡・市町村Ｐ連  郡・市町村Ｐ連 

７／１９まで  
 

県Ｐ連・仙台市Ｐ協  県Ｐ連・仙台市Ｐ協 

７／２６まで  
８／９以降順次 

株式会社 日本旅行東北 山形支店  〒990-0039 山形市香澄町 2-2-36 山形センタービル 1階 
 TEL:023-631-2295 FAX:023-631-2297 E-mail:yamagata_2019＠nta.co.jp 

 

〈記念講演進行役〉山形バリアフリー観光ツアーセンター代表理事 加藤健一 氏 

tel:023-631-2295


 

 

 

分

科

会 

 

地域連携 

 

家庭教育 

 

環境教育 

 

組織運営 

 

人権教育 

 

健康安全 

会

場 

シェルターなんようホール 

(南陽市文化会館)大ホール 

シェルターなんようホール 

(南陽市文化会館)小ホール 

高畠町 

文化ホールまほら 
高畠町立高畠中学校 

川西町 

フレンドリープラザ 

川西町 山形おきたま 

農業協同組合 

研究 

内容 

家庭･学校･地域の 

協働による教育活動 

子どもの 

個性を伸ばす家庭教育 

子どもたちが 

健やかに育つ環境の構築 

多くの仲間と 

共に築くＰＴＡ活動 

互いを 

尊重し合える心の教育 

子どもたちの健康な 

心と身体を育む食育 

現 

状 

と 

課 

題 

「社会総掛かりでの教育

の実現」へ学校を核とし

た地域づくりが進められ

ている背景には、家庭、

地域の教育機能の回復と

活性化があります。家庭

と地域の主体的な教育の

関わりを通して子どもた

ちは心豊かにたくましく

成長し、また学校を支え

ることで、教員の働き方

の見直しにもつながるも

のと考えます。家庭・学

校・地域の役割を再確認

し、協働による子どもの

育成について考えます。 

子どもたちは、毎日の生

活や様々 な活動を通し

て、多くの知識と経験を

身につけ、心と体を大き

く成長させていきます。

特に、中学生までの期間

は「ゴールデンエイジ」

と言われる大切な時期で

す。社会で必要な力と自

主自立の心を確実に育て

るため、生活の基本とな

る家庭の役割が重要で

す。子どもの意欲を高め、

個性を伸ばすために大切

な親子の関わりと家庭の

役割について考えます。 

学校の統合により、廃校

となった地域では、子ど

もと地元の関わりが薄

れ、地域停滞への危機感

が広がっています。加え

て、子ども会など地域の

青少年育成組織の加入率

低下や社会教育関係団体

の弱体化が、子どもと地

域の関係をさらに弱め、

地域の教育機能が失われ

てきています。地域の伝

統・文化を子どもたちに

伝え、ふるさとを未来継

承するためのＰＴＡの役

割について考えます。 

少子化を背景に、学校での

児童生徒数の減少による、

様々 な行事や教育活動の

効果的な実施が困難な状

況が拡大すれば、学校統合

はますます進むものと考

えられます。新たな学校で

スタートする新たなＰＴ

Ａの在り方について、分科

会場の町立高畠中学校が

辿った実際の統合経過を

事例に、会員の意識高揚と

組織活性化の工夫、スケー

ルメリットを生かしたＰ

ＴＡの活動について考え

ます。 

いじめや不登校、ＳＮＳ

やネット利用に起因する

生活や意識変化の問題が

後を絶ちません。技術革

新が進む中、私たちは、

子どもたちが置かれてい

る環境と、親の役割、大

人としての関わり方につ

いて真剣に振り返る必要

があります。子どもにま

で広がる多様なコミュニ

ケーションツールの活用

法と親の役割、思いやり

の心を育てるためのコミ

ュニケーションについて

考えます。 

近年「よく体を動かし、

よく食べ、よく眠る」と

いう、子どもの基本的生

活習慣が大きく乱れ、学

習意欲や体力、気力の低

下の一因とされていま

す。子どもの生活習慣の

問題は、食を通じた地域

への理解や食文化の継

承、自然の恵みや勤労の

大切さという視点から、

家庭のみならずすべての

大人が意識すべき問題で

す。子どもたちや地域で

の取組を通して食と健康

について考えます。 

討議

の 

視点 

〇家庭・学校・地域をつな

ぐＰＴＡの役割 

〇地域と共に発信する協働

の在り方 

〇子育てに必要な家庭内 

コミュニケーション 

〇子どもの意欲を高める 

言葉 

〇地域に根付く伝統・文化

とＰＴＡの関わり 

〇ふるさとを継承し未来 

 につなげる取り組み 

〇参加者の意識を高める 

活動 

〇活動を活性化させるための 

組織づくり 

〇多様化するコミュニケ 

ーションツールの活用法 

〇思いやりの心を育てる真の 

コミュニケーションの在り方 

〇家庭における食の現状 

と課題、その解決策 

〇地産地消、郷土料理の 

大切さ 

研究

形式 

基調講演とパネル 

ディスカッション 

基調講演とパネル 

ディスカッション 

基調講演とパネル 

ディスカッション 

基調講演とパネル 

ディスカッション 

基調講演とパネル 

ディスカッション 

基調講演とパネル 

ディスカッション 

基調

講演

者 

山形県家庭教育アドバイザー 

山形県社会教育連絡協議会 

顧問 金澤 和子 

山形県家庭教育アドバイザー 

山形県長井市洞松寺 

第33代住職 小野 卓也 

フリーアナウンサー 

井上 尚子 

山形県東置賜郡高畠町 

町長 寒河江 信 

株式会社Ｇａｚｉ工房 

取締役社長 原 一宣｡ 

山形県立置賜農業高等学校 

実習教諭、ＮＰＯ法人えき・ 

まちネットこまつ代表 

江本 一男 
コーディ

ネーター 

山形県家庭教育アドバイザー 

山形県ＰＴＡ連合会 

元会長 遠藤 正明 

山形県家庭教育アドバイザー 

東北芸術工科大学 

非常勤講師 大村 亨夫 

高畠熱中小学校教頭 

元宮城大学事業構想学部 

教授 宮原 博通 

長井市PTA連合会・ 

長井市立致芳小学校PTA 

元会長 平 みわ 

パ 

ネ 

リ 

ス 

ト 

〇宮城県PTA連合会 

副会長 鈴木  信一 

〇青森市立東中学校PTA 

会長 柴田  知弘 

〇山形県東根市立 

第二中学校PTA 

会長 小林  智浩 

〇秋田県湯沢雄勝PTA 

連合会母親委員会 

副委員長 佐藤 美佐子 

〇岩手県PTA連合会 

H30副会長 森川  高博 

〇山形県鶴岡市立 

羽黒小学校PTA 

会長 齋藤 健 

〇福島県須賀川市立 

第三小学校PTA 

H30会長 松谷 恵理子 

〇秋田県PTA連合会 

副会長 笠原 基嗣 

〇山形県最上郡舟形町立 

舟形中学校PTA 

会長 大場 進 

〇仙台市PTA協議会 

副会長 今野  広元 

〇福島県いわき市立 

湯本第一中学校PTA 

会長 箱崎  洋一 

〇山形県東田川郡三川町立 

横山小学校PTA 

 会長 佐藤  誉範 

〇岩手県PTA連合会 

H30副会長 齋藤  映香 

〇宮城県PTA連合会 

顧問 菊田  篤 

〇山形県山形市立 

出羽小学校PTA 

 顧問 佐藤 義庸 

〇青森県横浜町立 

横浜小学校PTA 

会長 澤谷  政和 

〇仙台市PTA協議会 

副会長 庄子 和孝 

〇山形県西置賜郡小国町立 

小国中学校PTA 

 H30副会長 伊藤  明芳 

運営 

責任者 

・ 

会場 

責任者 

（運営責任者） 

宮城県PTA連合会 

会長 杉山 昌行 

（会場責任者） 

山形県南陽市立 

宮内中学校PTA 

会長 大滝 展啓 

（運営責任者） 

秋田県PTA連合会 

会長 吉村 昌之 

（会場責任者） 

山形県南陽市立 

沖郷中学校PTA 

会長 佐藤 寛介 

（運営責任者） 

福島県PTA連合会 

会長 成澤 勝蔵 

（会場責任者） 

山形県東置賜郡高畠町立 

糠野目小学校PTA 

会長 川井 秀智 

（運営責任者） 

仙台市PTA協議会 

会長 志賀 猛彦 

（会場責任者） 

山形県東置賜郡高畠町立 

高畠中学校PTA 

副会長 佐藤 和憲 

（運営責任者） 

岩手県PTA連合会 

会長  田口  昭隆 

（会場責任者） 

山形県東置賜郡川西町立 

川西中学校PTA 

会長 渡部 亨 

（運営責任者） 

青森県PTA連合会 

会長 外﨑 浩司 

（会場責任者） 

山形県東置賜郡川西町立 

小松小学校PTA 

副会長 神尾 亜希之 

 

研究内容と討議の視点 



 

 

会場 タクシー(新幹線最寄り駅から) 無料駐車場 その他 

シェルターなんようホール（南陽市文化会館） 

(第１･２分科会、全体会) 
約５分(赤湯駅から) 有 

・JR赤湯駅から徒歩約10分または山形鉄道フラワー長井

線に乗り換え南陽市役所駅（１駅）下車し徒歩1分 

高畠町文化ホールまほら(第３分科会) 約９分(高畠駅から) 有  

高畠町立高畠中学校(第４分科会) 約７分(高畠駅から) 有  

川西町フレンドリープラザ(第５分科会) 約 15 分(高畠駅から) 有 ・JR米沢駅からJR米坂線に乗り換え羽前小松駅（５駅） 

下車し徒歩約10分 川西町山形おきたま農業協同組合(第６分科会) 約 15 分(高畠駅から) 有 

◎無料駐車場の詳細は、参加関係書類等でお知らせします。大型バスの駐車場は、南陽・東置賜大会実行委員会事務局までお問い合わせください。 

●有料シャトルバス・サービスについて【事前申し込み制】 

会場周辺は公共交通機関での移動が困難なため、下記によりシャトルバスを運行します。大会参加申込書により事前にお申し込みください。 

シャトルバス乗車券は参加証とともに事前に郵送いたしますので、当日バス誘導員へお渡し下さい。 

申込記号 接続ＪＲ※ 乗車場所 行先 乗車日 代金 コース内容 

ＡＮ 
つばさ 

138号 

JR赤湯駅

西口 

南陽市 

９／７ 

(土) 

1,000 円 

往路 

復路 

JR 赤湯駅西口 11:30、11:50 --- 南陽市文化会館 11:40、12:00 

南陽市文化会館 16:30、16:50 --- JR 赤湯駅西口 16:40、17:00 

ピストン 

運行 

ＡＫ 
つばさ 

133号 

往路 

復路 

JR 赤湯駅西口 12:30、12:50 --- 南陽市文化会館 12:40、13:00 

南陽市文化会館 16:30、16:50 --- JR 赤湯駅西口 16:40、17:00 

ピストン 

運行 

ＢＮ 
つばさ 

138号 
高畠町 

2,000 円 

往路 

復路 

JR 赤湯駅西口 11:30 ---まほら 11:45 --- 高畠中学校 11:55 

高畠中学校 16:30 --- まほら 16:40 --- JR 赤湯駅西口 17:00 

ＢＫ 
つばさ 

133号 

往路 

復路 

JR 赤湯駅西口 12:30 --- まほら 12:45 --- 高畠中学校 12:55 

高畠中学校 16:30 --- まほら 16:40 --- JR 赤湯駅西口 17:00 

ＣＮ 
つばさ 

138号 
川西町 

往路 

復路 

JR 赤湯駅西口 11:30 --- フレンドリープラザ11:50 --- JA おきたま 12:00 

JAおきたま16:30 --- フレンドリープラザ16:50 --- JR赤湯駅西口17:00 

ＣＫ 
つばさ 

133号 

往路 

復路 

JR赤湯駅西口12:30  --- フレンドリープラザ12:50  --- JAおきたま13:00 

JAおきたま16:30 --- フレンドリープラザ16:50 --- JR赤湯駅西口17:00 
  

 
 

 
 

  
 

Ｄ 
つばさ 

128・121号 

JR赤湯駅

西口 
南陽市 

９／８ 

(日) 
1,000 円 

往路 

復路 

ＪＲ赤湯駅西口 8:35、8:55 --- 南陽市文化会館 8:45、9:05 

南陽市文化会館 12:30、12:50 --- JR 赤湯駅西口 12:40、13:00 

ピストン 

運行 

※接続ＪＲの赤湯駅到着時刻 つばさ138号(上り)：11:20着、つばさ133号(下り)12:21着、つばさ128号(上り)8:24着、つばさ121号(下り)8:35着 

◎ピストン運行のバスに関しては、発車時刻の指定を受けかねます。こちらより指定させていただく運行バスをご利用いただくようお願いします。 

 

 

■ご旅行期間：2019 年９月７日(土)１泊２日 ※お申込みは大会参加申込書によりお願いします。 
申込記号 宿泊施設 部屋タイプ 利用人員 宿泊代金 食事条件 住所及び最寄り駅等からの距離 

Ａ 

赤湯 

温泉 

上杉の御湯 御殿守 和室 4～5名利用 15,300円 夕朝食付 山形県南陽市赤湯989 JR赤湯駅より車で8分 

Ｂ 丹泉ホテル 和室 4～5名利用 13,200円 夕朝食付 山形県南陽市赤湯988 JR赤湯駅より車で8分 

Ｃ 湯宿 升形屋 和室 4～5名利用 12,000円 夕朝食付 山形県南陽市赤湯250-1 JR赤湯駅より車で8分 

Ｄ 旅館 大和屋 和室 4～5名利用 13,200円 夕朝食付 山形県南陽市赤湯972 JR赤湯駅より車で8分 

Ｅ 上山 

温泉 

月岡ホテル 和室 4～5名利用 13,200円 夕朝食付 山形県上山市新湯1-33 JR上山駅より車で5分 

Ｆ 果実(かみ)の山 あづま屋 和室 4～5名利用 13,200円 夕朝食付 山形県上山市新湯1-23 JR上山駅より車で5分 

ＧＴ 

山形市 
山形国際ホテル 

ＴＷＮ 2名利用 8,400円 
 朝食付 

山形県山形市香澄町3-4-5  

JR山形駅より徒歩7分 ＧＳ ＳＧＬ 1名利用 9,500円 

Ｈ ホテルキャッスル ＳＧＬ 1名利用 9,500円  朝食付 山形県山形市十日町 4-2-7 JR山形駅より徒歩8分 

Ｉ 米沢市 ホテルルートイン米沢駅東 ＳＧＬ 1名利用 8,800円  朝食付 山形県米沢市下花沢２-10-20-9 JR 米沢駅より徒歩 15 分 

Ｊ ベストウェスタンザジャポナイズ米沢 ＳＧＬ 1名利用 7,600円  朝食付 山形県米沢市下花沢 2-5-22 JR 米沢駅東口より徒歩 3 分 

ＫＴ 
長井市タスパークホテル 

ＴＷＮ 2名利用 9,000円 
 朝食付 

山形県長井市館町北 6-27 

南陽市文化会館まで車で 20 分 ＫＳ ＳＧＬ 1名利用 10,000円 

Ｌ 飯豊町 がまの湯温泉いいで旅館 和室 4～5名利用 13,000円 夕朝食付 山形県西置賜郡飯豊町大字椿4494 南陽市文化会館まで車で25分 

★会場周辺の宿泊施設は赤湯温泉となりますが、洋室対応のホテルがありませんので、ホテル宿泊をご希望のお客様は山形市・長井市・米沢市からお選びください。 

ご希望の宿泊施設が満室の場合、代案等を含めご案内いたします。 

★宿泊代金はすべておひとり様あたり価格(諸税金・サービス料込み)です。お客様の都合により規定のお食事を取らなかった場合でも、ご返金はございません。 

★9/7以外の宿泊をご希望のお客様は、日本旅行東北山形支店までお問い合わせください。    ★最少催行人員 １名、添乗員は同行いたしません。 

  

（日本旅行東北との募集型企画旅行契約となります。）  



 

 

●変更・取消について 
①お申込後の取消及び変更の依頼は、必ずEメ-ルで株式会社日本旅行東北山形支店「第51回日本PTA東北ブロック研究大会南陽・東置賜

大会」係へご連絡ください。旅行開始日後の取消連絡は電話にて承ります。 

②お申込後の取消につきましては、下記の各取消料を申し受けます。ご人金後のご返金については、変更・取消の際に生じた変更・取消料

を差し引いた金額を、大会終了後に銀行振り込みにてご返金させていただきます。 

※大会参加費については、大会規定により、ご入金後のご返金はできかねます。あらかじめご了承ください。 

【変更・取消料】 受付日は株式会社日本旅行東北山形支店時間内とさせていただきます。(月～金 ９：３０～１７：３０) 

・宿泊プラン(募集型企画旅行契約) 

旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を取消料として申し受けます。またこのプランにのみ適用となります。 

コース 契約解除の日 取消料（お一人様） 

旅行開始日の前日から

起算してさかのぼって 

１．２１日目にあたる日以前の解除 無料 

２．２０日目にあたる日以前の解除（３～６を除く） 旅行代金の ２０％ 

３． ７日目にあたる日以前の解除（４～６を除く） 旅行代金の ３０％ 

 

４．旅行開始日の前日の解除 旅行代金の ４０％ 

５．当日の解除（６を除く） 旅行代金の ５０％ 

６．旅行開始後の解除又は無連絡不参加 旅行代金の１００％ 

・オプショナルツアー（シャトルバス）（募集型企画旅行契約） 

旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を取消料として申し受けます。 

コース 契約解除の日 取消料（お一人様） 

旅行開始日の前日から

起算してさかのぼって 

１．１１日目にあたる日以前の解除 無料 

２．１０日目にあたる日以前の解除（３～６を除く） 旅行代金の ２０％ 

３． ７日目にあたる日以前の解除（４～６を除く） 旅行代金の ３０％ 

 

４．旅行開始日の前日の解除 旅行代金の ４０％ 

５．当日の解除（６を除く） 旅行代金の ５０％ 

６．旅行開始後の解除又は無連絡不参加 旅行代金の１００％ 

●個人情報の取扱いについて 
当社は今回の大会お申込の際に提出された申込書に記載された個人情報について、お客様との連絡に利用させていただくほか、お客様がお

申込みいただいた運送・宿泊機関等の提供サービス受領のための手続きに必要な範囲内でのみ利用させていただきます。あわせて大会運営

に伴い、情報共有のための大会運営事務局に情報を提出し利用させていただきます。それ以外の目的で利用することはありません。個人情

報の管理には当社個人情報保護方針に基づき適切な体制で臨んでおります。お申込書のEメール到着後の個人情報の管理には十分注意をし

ておりますが、Eメールを送信される際はくれぐれも誤送信等にご注意ください。 

●旅行条件（要約） 

お申込みの際には、必ず旅行条件書(全文)をお受け取りいただき、事前に内容をご確認の上お申し込みください。 

■募集型企画旅行契約 

この旅行は株式会社日本旅行東北（観光庁長官登録旅行業第1890号。以下「当社」といいます。）が企画・実施する旅行であり、この旅行に参加

されるお客様は当社と募集型企画旅行契約（以下「旅行契約」といいます。）を締結することになります。また、旅行条件は、下記によるほか、

別途ご確認いただく旅行条件書（全文）、出発前にお渡しする最終日程表と称する確定書面及び当社旅行案約款募集型企画旅行契約の部によりま

す。 

■旅行のお申し込み及び契約成立時期 

(１)所定の申込書に所定の事項を記入し、お申し込みください。 

(２)旅行契約は、当社が契約の締結を承諾し、申込金を受領したときに成立するものとします。但し、本契約に関しましては、旅行代金のお振込

が完了した時点で、旅行契約が成立したものとします。 

■旅行代金のお支払い 

旅行代金は旅行出発日の前日からさかのぼって21日目にあたる日より前（お申し込みが間際の場合は当社が指定する期日までに）にお支払いくだ

さい。また、お客様が当社提携カード会員である場合、お客様の署名なくして旅行代金、取消料、追加諸費用などをお支払いいただくことがあり

ます。この場合のカード利用日は、お客様からお申し出がない限り、お客様の承諾日といたします。 

 

 

本旅行条件書は旅行業法第12条の４に定める取引条件の説明書面及び同法第12条の５に定める契約書面

の一部となります。詳しい旅行条件を説明した書面をお渡ししますので事前にご確認の上お申込み下さい。 



■取消料 

〈宿泊プラン〉 
旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を取消料として申し受けます。またこのプランにのみ適用となります。 

コース 契約解除の日 取消料（お一人様） 

旅行開始日の前日から

起算してさかのぼって 

１．２１日目にあたる日以前の解除 無料 

２．２０日目にあたる日以前の解除（３～６を除く） 旅行代金の ２０％ 

３． ７日目にあたる日以前の解除（４～６を除く） 旅行代金の ３０％ 

 

４．旅行開始日の前日の解除 旅行代金の ４０％ 

５．当日の解除（６を除く） 旅行代金の ５０％ 

６．旅行開始後の解除又は無連絡不参加 旅行代金の１００％ 

〈オプショナルツアー〉 

コース 契約解除の日 取消料（お一人様） 

旅行開始日の前日から

起算してさかのぼって 

１．１１日目にあたる日以前の解除 無料 

２．１０日目にあたる日以前の解除（３～６を除く） 旅行代金の ２０％ 

３． ７日目にあたる日以前の解除（４～６を除く） 旅行代金の ３０％ 

 

４．旅行開始日の前日の解除 旅行代金の ４０％ 

５．当日の解除（６を除く） 旅行代金の ５０％ 

６．旅行開始後の解除又は無連絡不参加 旅行代金の１００％ 

■旅行代金に含まれるもの 

旅行日程に明記した運送機関・料金（注釈のないかぎりエコノミークラス）、宿泊費、食事代、コースに示した観光入場料及び消費税等諸税これ

らの費用は、お客様の都合により一部利用されなくても原則として払い戻しいたしません。（コースに含まれない交通費等の諸費用及び個人的費

用は含みません。） 

■特別補償 

当社は、当社又は当社が手配を同行させた者の故意又は過失の有無にかかわらず、募集型企画旅行約款別紙特別補償規程に基づき、お客様が募集

型企画旅行参加中に急遽かつ偶然な外来の事故により、その身体、生命又は手荷物上に被った一定の損害について、以下の金額の範囲において、

補償金又は見舞金を支払います。 

・死亡補償金：１,５００万円   ・入院見舞金：２～２０万円   ・通院見舞金：１～５万円 

・携行品損害補償金：お客様1名につき１５万円（但し、補償対象品1個あたり１０万円を限度とします。） 

■「通信契約」を希望されるお客様との旅行条件 

当社提携クレジットカード会社のカード会員（以下「会員」といいます。）より「会員の署名なくして旅行代金や取消料等の支払いを受ける」こ

と（以下「通信契約」といいます。）を条件に申込を受けた場合、通常の旅行条件とは以下の点で異なります。（受託旅行業者により当該取扱が

できない場合があります。また取扱できるカードの種類も受託旅行業者により異なります。） 

(１)契約成立は、当社が電話又は郵便で旅行契約の締結の承諾通知を発信したとき（E-mail等電子承諾通知を利用する場合は、その通知がお客様

に到達したとき）とします。また申込時には「会員番号・カード有効」等を通知して頂きます。 

(２)「カード利用日」とは旅行代金等の支払い又は払戻し債務を履行すべき日をいいます。旅行代金のカード利用日は「契約成立日」とします。

（但し、成立日が旅行開始前日から１４日目にあたる日より前の場合は「１４日前（休業日にあたる場合はよく営業日）とします。」また取消料

のカード利用日は「契約解除依頼日」とします。（但し、契約解除依頼日が旅行代金のカード利用日以降であった場合は、当社は旅行代金から取

消料を差し引いた額を解除依頼日の翌日から起算して７日間以内をカード利用日として払い戻します。） 

(３)与信等の理由により会員のお申し出のクレジットカードでのお支払いができない場合、当社は通信契約を解除し、既定の取消料と同額の違約

金を申し受けます。但し、当社が別途指定する期日までに現金による旅行代金のお支払いをいただいた場合はこの限りではありません。 

■国内旅行保険への加入について 

旅行中において、けがをした場合、多額の治療費、移送費がかかることがあります。また、事故の場合、加害者への損害賠償請求や賠償金の回収

が大変困難であるのが実情です。これらの治療費、移送費、また、死亡・後遺障害等を担保するため、お客様ご自身で充分な額の国内旅行保険に

加入されることをお勧めします。国内旅行保険については、お申込店の販売員にお問い合わせください。 

■事故等のお申出について 

旅行中に、事故などが生じた場合は、直ちに同行の添乗員・現地係員・運送・宿泊機関等旅行サービス提供機関、又は、お申込店にご通知くださ

い。（もし、通知できない事情がある場合は、その事情がなくなり次第ご通知ください。） 

■個人情報の取扱いについて 

当社および販売店は、旅行申込の際に提出された申込書等に記載された個人情報について、お客様との間の連絡のために利用させていただくほか、

お客様がお申し込みいただいた旅行において運送・宿泊機関等の提供するサービスの手配及びそれらのサービスの受領のために手続きに必要な範

囲内で利用させていただきます。また、大会運営に伴い主催事務局へ情報を提出し、利用させていただきます。＜お客様の個人情報の取扱いにつ

いて＞①当社では、お客様からご提供をいただいた個人情報を厳重に管理し、ご注文いただきました商品の発送及び必要な範囲内での販売業者（販

売元）・運送会社への提供のために利用させていただきます。②その他、当社の個人情報の取扱いについては当社ホームページ（http://www.nta.co.jp）

をご参照ください。③お問合せ先：株式会社日本旅行東北山形支店（担当：鈴木・佐藤）電話０２３-６３１-２２９５ 

■旅行条件・旅行代金の基準 

この旅行条件は、２０１９年６月１日を基準としております。また、旅行代金２０１９年６月１日現在の有効な運賃・規則を基準として算出しています。  

東北 19-08 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全 体 会 ／ シェルターなんようホール（南陽市文化会館） 

        （〒999-2232山形県南陽市三間通430-2 ☎ 0238-40-1222） 

分 科 会 ／ 第1分科会：シェルターなんようホール（南陽市文化会館）大ホール  

        第２分科会：シェルターなんようホール（南陽市文化会館）小ホール  

        第３分科会：高畠町文化ホールまほら    

        （〒992-0351山形県東置賜郡高畠町323 ☎ 0238-52-4489） 

        第４分科会：高畠町立高畠中学校      

        （〒992-0332山形県東置賜郡高畠町相森550 ☎ 0238-40-0355）        

        第５分科会：川西町フレンドリープラザ   

        （〒999-0121山形県東置賜郡川西町大字上小松1037-1 ☎ 0238-46-3311） 

        第６分科会：川西町山形おきたま農業協同組合  

        （〒999-0121山形県東置賜郡川西町大字上小松978-1 ☎ 0238-46-3111） 

南陽・東置賜大会実行委員会事務局 

 住 所：〒９９９-２２２２ 山形県南陽市長岡９９４ （南陽市立赤湯小学校内） 

 ＴＥＬ：０２３８－４３－２０６９  ＦＡＸ：０２３８－４３－４２９１ 

 山形県ＰＴＡ連合会事務局 

住 所：〒９９０－００３１山形県山形市十日町１丁目６−６（県保健福祉センター４F） 

 ＴＥＬ：０２３－６３１－００５５  ＦＡＸ：０２３－６３５－４３５９ 

ＵＲＬ：http://www.ymgt-pta.jp/     Ｅ-mail：info@ymgt-pta.jp 

南 陽 市 

高 畠 町 

川 西 町 

本紙掲載の画像の無断転載・無断使用を固く禁じます。 


